
福祉懇談会（新関地区） 

 

日時：令和６年６月２０日（木）13:30～15:00 

会場：新関地区コミュニティセンター 

出席者 

新関コミ協 渡辺会長、長谷川副会長、松田副会長、山﨑会計、吉田事務局長 

      間防災部長、土田安心安全部長、松屋福祉健康部長（支え合いのしくみづくり構成員）、 

      繁野福祉健康副部長、土田福祉健康部員、渡辺児童クラブ運営部長   

秋葉区社協 横山事務局長補佐、熨斗、米山 

 

 

  課題・具体的な取り組み（現況） R６年度の取り組み 備考 

コ
ミ
協 

取
り
組
み 

〇コミ協事業について 

・これまでの事業の継続、そして充実・発展を目指して

取り組んでいきたい。 

・新関地区版の相談先一覧表を作成し、6月 14日の合

同避難訓練時に各自治会に配布した。 

 

〇未来ビジョンについて 

・未来ビジョンに関する打ち合わせが昨年度は３回あっ

た。5 年後、10 年後のことを考えての取り組みを実

際に今年度から行っていく。 

・どのように取り組んでいけばよいか難しい。 

・出てきた課題の中から、まず何かできるか検討したい。 

■コミ協事業 

・継続して実施 

 

 

 

 

■未来ビジョンを通した活動 

・何ができるか、どこからできるか

整理し、具体化していく 

 

 

 

コミ協 

 

 

 

 

 

コミ協 

自治会 

 

 

 

 

防
災 

 
 

 
 

 
 

訓
練 

・防災訓練を４月と１０月に行う。４月 23日の訓練で

はコミ協、学童、利用団体と合同で行い、通報訓練や

避難誘導、実際に水消火器を使用し、擬似消化訓練を

行った。 

・6月 14日にはコミ協、小学校、保育園と合同避難訓

練を実施した。 

■防災訓練 

・継続して実施 

コミ協防災部 

自治会 



防

災 

訓
練 

・講演会では阿賀野川河川事務所の職員を講師としてお

呼びし、自治会と一緒に近くを流れている阿賀野川や

新関地区の液状化等について考えることができた。 

・6月 23日の新関防災の日では新関地区８集落と合同

で避難訓練実施予定。避難誘導やコミ協への電話連絡

等の訓練を行う。 

・新関地区側に防災センターがないことが心配。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■防災センターの必要性 

・必要性を関係機関に訴えていきた

い。 

 

 

 

 

 

 

コミ協防災部 

安
心
安
全 

見
守
り 

・青パトの巡回を継続して実施。 

・先日もクマの出没があり、臨時で回った。 

・防災無線も入った。 

・今年はクマ、イノシシ等の出没が例年と比べると遅か

った。 

・子どもの登下校の見守りを行っているが、全校生徒の

約半数が児童クラブを利用しているため、見守りを行

っている下校人数が少ない。 

・子どもだけでなく、住民も含めた見守りを行っている。 

継続して行うことで、悪い人が入ってこないという地

域の防犯にもなっている。 

 

■青パトの継続 

 

 

 

 

■子どもや住民、地域の見守り 

・人だけでなく、地域全体の見守り 

コミ協安心安全部 

 

 

 

 

コミ協 

自治会 



子
ど
も 

児
童
ク
ラ
ブ 

・今年度で６年目の運営となる。 

・今年度は通年利用が減ったが、長期休みの利用が増え

た。全体の利用人数としては昨年度より 1名増えた。

（R６ 通常２６名、長期休み１１名） 

・高学年は 5年生が 1名のみで低・中学年が中心。 

・子どもが家に帰っても友達が近くにいないため、児童

クラブ利用人数が増えている。 

・和室で行っているため、活動場所が狭い。対応方法を

検討したい。 

・コミ協と連携し、花壇の花上や七夕飾り、ふれあい祭

り、作品展、つるし雛等の行事を通して地域との交流

を図っている。 

・小学校とも連携し、先生も時折顔を出してくれ、宿題

を見てくれることもある。 

・長期休みには紙芝居をしてくれる地域団体を呼び、子

どもからも人気がある。 

・R５年度から会報に児童クラブの活動内容を記載し、

利用者以外の方にも周知している。 

・年度初めにスタッフで個別ケースの検討や事例検討等

の情報交換会を行った。 

■多世代交流 

・児童クラブを通して子どもと地域

が交流できるよう事業を継続して

いく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会報への記載を継続して実施 

 

 

 

■対応について検討し、子どもを地

域で育てる 

コミ協 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミ協 

 

 

 

コミ協 

健
康
福
祉 

ご
み
出
し 

・今年度の支え合いのしくみづくり会議で第 5圏域はご

み出しにおける地域の助け合いについての検討があ

った。 

・コミ協とも検討しながら話を進めていきたい。 

・本当に困っている人をどのように支援するか。 

・ごみはその人の生活状況がわかる恐れがあり、プライ

ベートな部分もある。 

・昔は隣近所の家の様子が見えていたが、今は気軽には

■ごみ出しにおける地域の助け合い 

・コミ協や区社協とも検討しながら

できる地域から検討する 

コミ協 

自治会  

区社協 



健

康

福

祉 

人の家に入りにくい。 

・コミ協として支え合いで訪問する部門を立ち上げるこ

とも考える必要がある。 

・自治会や隣組等で話し合いを行い、地域でごみ出しが

できるしくみづくりを考えていきたい。 

支
え
合
い 

・空き家や高齢化、高齢で一人暮らしの方が多い。 

・認知症や介護者を抱えている世帯もあり、自分のこと

だけで精いっぱいで介護疲れやストレスもある。 

・困っている家がどこにあるか分からない。 

・他の人の家に入ることは勇気がいる。 

・隣近所に頼むこともある。 

・困った時は「助けてほしい」と声が出せるように支え

合いを地域でつくる必要がある。 

・隣組で助け合うしくみをつくったらどうか。 

■自治会と連携して助け合う 

・自治会と地域の助け合いを連携し

てできるか検討する 

コミ協 

自治会 

高
齢
者 

移
動
支
援 

・昨年度はこぐち苑と検討を行い、車は貸し出しできる

が送迎の人員不足のため、実施には至らなかった。 

・つるし雛の際には 1日限定だが、さくら交通に協力し

てもらい、送迎バスを運行した。（20名利用） 

・バスの中で住民同士の交流ができ、好評だった。 

・今年度のコミセンで行事があるときはさくら交通に協

力してもらいながらバス運行ができるとよい。 

・大きなイベントのときなどにバスを回すなどできたら 

よい。 

・4/1から下新線のルートが変更となり、新しく新関小

学校前に停留所ができた。 

・乗車率が上がっており、コミセンにも来やすくなった

と思う。 

■移動支援として行事ごとに送迎バ

スの運行ができるとよい 

・さくら交通と連携しながら、移動

支援として送迎バスの運行ができ

るよう検討する 

コミ協 



 

自
治
会 

連
携 

・自治会との連携は大切だが、役員が 2年で交代してし

まう。 

・来年度は小口と金屋以外の自治会はほとんど交代して

しまう。 

・自治会がコミ協の活動を理解できているか。 

・自治会によって認識が違うため、一体感をもって進め

ることが難しい。 

・自治会とコミ協が連携できれば助け合いもできる。 

・各専門部でみれば、活動の中に自治会との連携はある。 

■自治会との連携 

・各専門部の活動を通した自治会と

の連携を継続して行う 

コミ協 

自治会  

区社協 


